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会員からの投稿 

道路構造物の安全をめざして 

道路の安全性向上協議会 

理事 大田 孝二 

 

我が国の道路においては、欧米に比して道路構造物延長比率、すなわち道路延長におけるトンネル

と橋梁の延長距離が長いことが指摘されてきた。平野の少ないわが国は、国土の中央に山岳地形が横

たわるため、道路を構成するトンネルや橋梁の比率が高くなるのは止むを得ないことかもしれない。

図１）に示すように、最近ではトンネル延長は道路全長の 10％程度、橋梁延長は 15％程度になってお

り、構造物比率 25％という値を示している。この値は欧米の道路に比べて極めて高い値であり、例え

ばアメリカでは、6.6％という数字が見られる２）。また、この道路構造物は、切土や盛り土区間の道路

に比して維持管理や点検に手間を要するだけでなく、万一、地震や地滑りなどの災害が生じた場合に、

その復旧に甚大な時間を要することも多い。そのため丁寧な維持管理、点検を継続しておかないと、

思わぬ事故や予期せぬ損傷を引き起こすことにもつながる。したがって、わが国の道路の安全を継続

して確保することは欧米に比べて技術的にも、また、予算的にも大きな課題と言える。 

国土交通省は、このような背景から平成 26 年の橋梁点検要領に「５年に一度の定期点検」を「近

接目視」によって実施するように定めた。「近接目視」とは「肉眼により部材の変状などの状態を把

握し評価が行われる距離まで近接して目視を行うことを想定している」との注がついている。これに

応じて、道路構造物を維持管理する現場では点検に従事する人材の育成や予算措置、とくに建設時点

から 30～50 年経過した道路構造物に対し、改築、更新に要する工事費の確保などが大きな問題とな

ってきている。 

当 NPO では、講演や研修、また改築や更新工事の見学会（写真参照）などを実施することにより、

道路の安全性確保に資する活動を実施してきている。写真は床版取り替えの見学時に行った PC 床版

の接合部に関する説明状況である。これらによって見学者各位が、道路構造物の損傷を確認し、また、

その改築、更新技術の実態を把握し、道路の維持管理の設計施工技術の改良・開発への取り組みが大

いに推進されることを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/committee/pdf/document.pdf、ｐ.5 

２） http://www.mlit.go.jp/tec/cost/cost/130821/tokutyo.pdf H7（社）国際建設技術協会の調査による、とある 

－１９－ 

安政といえば、ほれ、安政の大獄で有名な伊井直弼が桜田門外で、暗殺され

たころだなあ。 

その頃、江戸ではコレラという伝染病がはやっていてな、７０万人もの方が

亡くなったそうだ。翼先生は、オランダ語のコレラの本を読みあさり、翻訳し

て、医者たちに治療法を伝え、多くの患者を助けた。これには、伊東玄朴も

「加賀山翼は敏達豪俊のもの也」と絶賛していたという。 

安政６年６月、翼先生は、もっと皆が

西洋医学を学ぶ必要性があると考えて、

江戸の御屋敷内に蘭学館を設立すること

を願い出て、許可され、伊東玄朴や織田

研斎、山根敬造らと医学を広めたそう

な。 

その年の９月、会津に戻ると、藩は日

新館医学寮に蘭学科を設立して、翼先生

を師範として迎えたという。どうだ、

仁、日本で初めての医学所は、この会津

からはじまったんじゃよ。 

 

「へーっ、すごいなあ。しっかし、相変わらずお尚の話

は長いなあ～」とおれ。 

「ははは、ついつい長くなっちまった。そういえばお前

の名前は、仁じゃないか。翼先生の名前からもらったんだ

なあ。」 

「あ！そうなのか。だけどさ、なんで会津藩からそん

な、日本で初めてのことが、次々にできたんだよぉ。おか

しくない？」 

「それそれ、その話となれば、会津初代藩主の保科正之

様のことを話してやらなくてはのお。」 

「やば、いいよ、いいよ、お尚。今日はもういいっ

て。」 

「ははは、そうか、そうか。では、次の機会に話してや

ろう。さ、そこまで分かったら、翼先生の墓の周り、掃除

してこい。よいな」 

「わかった、わかった。」 

そういうと、おれは、本堂の下の坂を転げるように下り

て、加賀山家の墓に行ってみた。丘の上にあるその墓から

は、会津の町が見おろせた。淡いみかん色の夕焼けが、柔

らかく町を包んでいた。 

（つづく） 

 

※加賀山翼は、文化８年（１８１１年）に生まれ、明治４年（１８７１年）に亡くなった。 

※松平容保は、嘉永５年（１８５２年）から明治元年（１８６８年）の会津落城まで、会津藩主を務めた。 

https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/committee/pdf/document.pdf、ｐ.5
http://www.mlit.go.jp/tec/cost/cost/130821/tokutyo.pdf%20H7

